
農
林
省
は
、
昨
年

2

月

1
日
現
在
で
実
施
し

た
仰
界
円
以
林
業
セ
ン
サ

只
の
結
果
の
う
ち
、

一

部
の
事

項

に

つ

い

て

そ

一

の
概
況
を
と
り
ま
と
め

一

発
表
し
ま
し
た
。

ζ

の

一

調
査
は
、
股
家
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
と
、

指
導
員
、
調
査
員
な
ど
の
方

々
の
大
き
な
努
力
が
ζ

の
結
果
に
寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

調
査
結
以
に
あ
ら
わ
れ
た
特
徴
点
に
焦
点
を
あ
わ
せ
、
当
市
に
お
け
る

農
家
の
う
つ
り
変
わ
り
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
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人口のう ごき (12月末)

111術数 11.687 1時

男 22.654人
女 24.607人
{列) ("f，r;) 

29人 31人
11 10 
46 59 
89 119 

人口

出生
死亡
転入
転出

十
年
間

ーーーー--"‘

七
いンい
減
る

農

家

の
-
つ
つ

り
か
わ
り

~O 

せ
ん
が
、
自
家
出
業
に
主
と
し
て
従

引
し
て
い
る
人
は
、
男
女
と
も
一
千

人
ず
つ
(
三
川
)
減
少
し
て
い
ま
す
。

昭
和
お
作
当
川
に
は
、
円
以
業
だ
け

で
生
活
し
て
い
る
出
家
が
五

orで

し
た
が
、
今
回
の
剥
査
で
は
大
き
く

減
っ
て
一
六
軒
に
な
っ
て
い

ま
す
。
と
く
に
扱
近
は
、
事

仲
間

λ

一以
1
2
キ

業
民
家
が
減
っ
た
と
い
う
こ

十
戸
」i

と
は
か
り
で
な
く
、
門
業
以

J
L

外
の
収
入
を
主
と
し
て
い
る

弓

斗
川
ベ
」
差
-

民
家
が
ふ
え
て
、
全
体
の
半

μ

|
↑
ー
ド
ム

数
を
超
え
、
米
業
化
が
す
す

-
む
似
向
を
示
し
て
い
ま
す
0

11

1

1
1
1

1
L

白
山
県
の
双
差
言
、
全

ド
れ
い
ト
い
いれ

じ

い

い

刊

判
刊

N
n引
H
U
山室
，

日
川

U
M
--
H
HM
創
刊
μ村

μ
!
国
一
位
で
、
本
県
の
出
家
の

け
日開
H
U池
山
川
川
間

μ
1
実
態
を
あ
ら
わ
す
特
性
と
な

r

L

ド
ト
l
rト
M
hhhト
レ
円
れ
レ
れ
し
い
I
M
F
-
L
HM耳
，

-一

ー
、け
H
H
U判
U
U刊
日
日
什
同
門
U
J
J

っ
て
い
ま
す
。

当
市
で
も

W

卜
ド
「
ト
r
L壮
れ
い
十
ト
b
r
h
k
r
h円
いト

L
Lド
い
ド
十
戸
トぃ

-ne十

一一

川

u
u
u
u
l
i
l
l
l
i
-
-ト
U
Uzn
業
以
家
は
百
戸
だ
け
で
、
ほ

H

N

N

r

牛，へ

-a
e

と
ん
ど
の
山
家
は
米
業
民
家

の
な
か
で
民
業
を
本
業
と
し
て
い
る

で
す
。

人
は
七
百
万
人
で
す。

ζ

れ
を
十
年

以

上

の

よ

う

に

日

本

の

民

業

は
、

前
と
く
ら
べ
て
み
ま
す
と、

お
よ
そ
股
家
の
状
態
や
人
口
の
推
移
か
ら
み

四
川
も
減
っ
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
て
も
、
良
栄
を
と
り
ま
く
事
情
が
相

の
な
か
で
女
性
の
減
り
方
よ
り
男
性
当
に
変
化
し
て
い
る
乙
と
が
わ
か
り

の
減
り
方
が
大
き
く
、
ま
た
若

い

人

ま

す

。
当
市
の
民
業
も
、
十
年
前
に

が
減
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
農
業
く
ら
べ
ま
す
と
、
大
き
く
変
化
し
て

の
労
働
力
は
老
齢
化
、
女
性
他
し
て

お
り
、
円
以
業
機
械
の
普
及
、階
段
、
畜

い
る
わ
り
で
す

。

-

虻

、

そ

菜

集

団

栽

・階
段
家
の
増
加
、

九
市
で
は
、
な
ん
ら
か
の
形
で
民

流

通
機
構
の
改
巡
な
ど
、
そ
の
内
容

業
に
従
事
し
て
い
る
人
は
変
わ
り
ま
に
及
ぶ
と
陥
位
の
感
が
あ
り
ま
す
。

|
|

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
結
果
に
み
る

背広報

全
国
の
民
家
戸
数
は、

五

百
三
十
凶
万
戸
で
、
と
の
十

年
間
に
七
十
二
万
一円
、
つ
ま

り
一

割
余
り
が
減
り
、
人
口

は
二
千
六
百
二
十

八

万
人

で、

八
百
十
三
万
人
と
、
お

よ
そ
四
分
の

一
が
減
っ
て
い

ま
す
。
日
本
の
民
家
や
人
口

は
、
減
る
傾
向
に
あ
り
、
そ

の
な
か
で
も
、
戸
数
よ
り
人

口
の
減
り
方
が
大
き
い
と
と

が
目
だ
っ
て
い
ま
す
。

痕歩J...ロの
1在移

安撃魚

戸

数

は
四

・
六
軒
減
少

当
市
で
は
、
乙
の
十
年
間
に
百
三

十
五
円
減
っ
て
二
千
七
百
八
十
一戸
と

な
り
、
減
少
率
が
全
国
の
半
分
程
肢

の
四

・
ム
ハ
析
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま

た
、
人

U
は
一
万
じ
一
千
九
百
三
十
四

人
で
二
千
七
百
八
十
一
人
(
一
七
軒
)

が
減
少
し
(
本
以
の
減
少
率
と
ほ
ぼ

同
じ
)
、
一
戸
数
、
人
口
と
も
減
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
川
合
は
、
全
国
平

均
よ
り
や
や
似
く
な

っ
て
い
ま
す
。

一

昭
和
お
年
当
時
は
、

内
凶
米
一
戸
数

一

が
、
全
国
で
六
百
十
七
万
一
円
と
史
上

一

最
高
で
し
た
。
ま
た
円
以
家
人
口
は
、

一

総
人
口
の
四
六
山
引
を
し
め
て
い
ま
し

一

た
が
、
そ
れ
か
ら
二
十
年
た

っ
た
現

一

在
で
は
、
総
人

μ
に
対
す
る
訓
合
は

一

二
六
れ
に
半
減
し
て
い
ま
す
。
と
く

に
昭
和
お
作
以
後
の
日
本
経
済
が
い

ち
じ
る
し
く
山以
ん
し
た
ζ

と
か
ら
山

一

家
人
円
の
減
り
か
た
が
、
い
ち
だ
ん

一

と
以
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

川
市
の
旧
制
合
も
、
例
外
で
は
な
く

市
制
施
行
当
時
の
間

orか‘
り
二
九

一

〉

-刊
が
引
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
計
内
川
一
江
川

ハい

一

ζ

ん
ど
の
訓
必
結
果
で
は
、
民
業

一

に
な
ん
ら
か
の
形
で
た
ず
さ
わ

っ
て
一

二

い
る
人
が
、
合
国
で
一

千
万
人
、
そ

一

46. 2. 1 

同
便
利
彦
一

伊

市
税
ゆ
同
伊
座
振
醤
制
度

私
た
ち
の
経
済
生
活
で
は
、
各
納

期
ご
と
に
税
を
山
納
す
る
こ
と
は
行

易
で
あ
り
ま

uん
。
そ
の
た
め
納
机

貯盟国
組
合
を
つ
く
り
、
日
ご
ろ
か
ら

計
間
的
に
納
税
m
HAlp-
m
備
し
、

各

納
川
内
に
'
ん
制
で
き
る
よ
う
に
さ
れ

て
い
ま
す
。し
か
し
、
一
部
の
和
合
で

は、

ζ

れ
を
」!
分
一仙川
さ
れ
な
い
た

め
、
州肌合いいい
八さ
ん
な
ど
が
納
期
に
な

る
と
、
山
ま
な
ζ

に
な
っ

て
集
金
に

走
り
ま
わ
ら
れ
て
い
る
例
も
あ
り
ま

す
。
市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
口
座
以

位
に
よ
る
納
税
を
す
す
め
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
制
皮
は
ど
ん
な
も
の
か

お
知
ら
せ
し
女
す
。

〈
利
点
〉
口
出
探
掛
け
を
利
川
さ
れ
る
と
、
納

期
の
鼠
終
日
に
、
組
合
員
の
預
金
口

腔
か
ら
山
助
的
に
限
り
出
え
て
納
税

さ
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
、
役
口
の
方

ゃ
、
納
税
者
の
み
な
さ
ん
が
直
後
納

机
に
山
向
か
な
く
て
も
よ
く
、
ま
た

国
民
年
金
は、

年
金
制
民
の
な
か

で、

も
っ
と
も
新

し
い
制
度
で、

加

入
し
て
い
る
人
の

数
か
ら
み
て
、
厚

生
年

金
と

と
も

に
、
日
本
の
年
金

制
度
の
大
き
な
柱

で
あ
り
ま
す
。
走

者
に

た
と
え
れ

ば
、
霞
後
に
走
る

ア
ン
カ
ー
の
役
で

あ
り
、
わ
が
国
の

皆
年
金
制
度
を
な

し
と
げ
た
意
義
の

あ
る
年
金
制
皮
で

す
。

そ
の
た
い
せ
つ
な
国
民
年
金
制
度

で
老
後
や
不
服
の
功
放
に
そ
な
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
金
は
私
の
も
の

あ
な
た
の
も
の

つ

あなたの老後

年金で守ろ市

役

所

前

国
民
年
金
は
、
一
以
往
年
金
な
ど
国

民
年
金
以
外
の
作
金
に
加
入
し
て
い

広
い
人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

ζ

と
し
か
ら
待
望
の
老
愉
年
金
日
(拠
出

制
)
の
支
給
が
は
じ
ま
る
乙
と
も
あ

っ
て
、

一
人
残
ら
ず
年
金
に
結
び
つ

け
よ
う
と
、
い
ろ
い
ろ
制
度
の
改
醤

が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
よ
り
高
額
の

年
金
を
め
ざ
し
て
所
得
比
例
制
度
も

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
改
着
さ
れ
た

と
れ
ら
の
制
反
を
十
分
に
活
用
し、

老
後
を
守
り
、
不
胞
の
事
故
に
そ
な
〉

え

て

く

だ

さ

い

。

山

一

同

一

一一」
1
政
に
な
っ
た
が
年
金
に
入

つ
阻
凶
川
一

て
い
な
い
人
、

会
社
を
や
め
た
が
、
幽

叩一
伊

年
金
は
放
っ
た
ま
ま
の
人
、
ま
た
、
一
四
時
一
畑

老
後
の
生
活
を
夫
に
依
存
し
き
っ
た
糊
純
一
盟

主
婦
な
ど
・:
ま
だ
相
当
U

数

あ
一り
.ま

一

L

す
。

ζ

れ
ら
の
人
に
つ
い
て
は、

高
州
一
ー
視
庁
ヤ
由

仙川名
が
増
加
し
、
核
家
政
化
が
進
行
幽

附

B4ω

し
、
子
ど
も
の
扶
養
に
た
よ
れ
な
い
蝉
一時
間
4

社
会
変
動
の
ウ
ズ
の
な
か
に
、
自
分
岨
幽

明

白
身
も
い
る
と
と
を
よ
く
認
識
し
、
ゐ
量
制

公

園

¥_ . 

二
か

年
計
画
で
整
備

、入ー
納
期
限
を
忘
れ
て
い
て
も
金
融
機
関

が
納
税
ず
統
き
を
し
て
く
れ
ま
す
。

〈
手
続
き
〉

預
金
の
柿
類
、
口
肱
番
号
、
口
座

利
用
の
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
金

融
機
関
ま
た
は
税
務
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

川
底
振
替
の
で
き
る
税
金
は
、
市

県
民
税
、
悶
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
、
国
民
健
康
保
険
税
で
す
。
口
座

阪
訟
を
利
用
さ
れ
て
も
、
い
ま
ま
で

ど
お
り
納
税
通
知
山
が
、
本
人
あ
て

に
出
さ
れ
ま
ず
か
ら
課
税
さ
れ
た
内

容
や
税
額
な
ど
は
、
十
分
わ
か
り
、

本
人
の
知
ら
な
い
関
に
税
金
が
引
か

れ
て
し
ま
う
と
い
う
ζ

と
が
あ
り
ま

せ
ん
。

:1 

駅
前
地
区
土
地
区
画
整
盟
事
業
に

よ
っ
て
、
市
役
所
前
に
第
七
号
公
図

が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
造
成

工
引
が
、
国
の
補
財
事
業
に
よ
り
す

す
め
ら
れ
る
ζ

と
に
な
り
ま
し
た
。

ζ

の
公
園
は
、
広
さ
や
く
六
千
平

方

M
で
、
す
で
に
周
囲
に
は
外
さ
く

や
出
入
口
六
か
所
、
水
銀
灯
三
基
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す。

市
役
所
公
園
は
、
二
か
年
計
図
で

撚
備
す
る
も
の
で
、
六
か
所
の
出
入

口
を
幅
三
M
の
遊
歩
道
で
結
び
、
中

央
に
は
芝
を
植
え
、
周
囲
に
は
花
だ

ん
を
つ
く
っ
た
り
、
植
樹
を
す
る
乙

と
に
な
っ
て
い
ま
す。

め
年
度
事
業
は
、
昨
年
ロ
月
初
め

か
ら
着
工
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
四
百

五
十
万
円
の
費
用
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
づ
く
り
の
パ
l
ゴ

ラ

(
休
憩

所
〉
一

基
と
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ロ

:11 

新
い
う
ち
か
ら
年
余
で
、
老
後
に
そ

な
え
る
こ
と
は
、
自
分
什
身
の
た
め

で
あ
り
、
ま
た
家
族
み
ん
な
の
た
め

で
あ
る
こ
と
を
よ
く
円
此
し
て
、

一

日
も
早
く
年
余
に
加
入
す
る
こ
と
が

の
ぞ
ま
れ
ま
す
。

国
民
年
金
と
所
得
税
…
・
:
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
た
場
合
、
そ
の
家
政

の
分
も
含
め
た
保
険
料
は
、
所
得
か

ら
股
除
さ
れ
ま
す
か
ら
忘
れ
ず
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

ッ
ク
づ
く
り
水
洗
使
所、

水
の
み
場

一、

散
水
せ
ん
二
、
凶
路
境
界
ブ
ロ

ッ
ク
な
ど
が
取
り
付
け
ら
れ
る
と
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
完
成
は

3
月
末

の
予
定
で
す
。

〈
公
園
を
き
れ
い
に
〉

市
内
の
公
悶
は
、

十
一

か
所
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
公
闘
を
盤
備

す
る
予
定
で
す
。
公
闘
は
み
な
さ
ん

の
い
こ
い
の
場
と
し
で
気
持
よ
く
ご

利
用
い
た
だ
く
た
め
、
清
掃
や
お
具

の
般
加
防
止
に
ど
協
力
願
い
ま
す
。

団
体
優
勝
は
上
中
島

婦
人
会
の
卓
球
大
会

ご
紛
人
を
対
象
に
し
た
術
生
教
育

講
座
が
ひ
ら
か
れ
て
い
ま
す
。

校
下
別
の
日
程
次
の
と
お
り
。

マ
天
神

H
2月
4
日
天
神
小
学
校
で
、

「門
M
M
刊
の
術
生
に
つ
い
て
」

マ
住
吉

H
2月
7
日
住
吉
公
民
館
で
、

「
正
し
い
医
僚
の
受
け
方
」

マ
経
国

H
2
月
7
日
経
団
福

祉

会

館

で
、
「
公
害
に
つ
い
て
」

術
生
教
育
講
座

一
円V
片
貝

H
2
月
7
H片
貝
小
字
校
で
、

一

「
正
し
い
医
療
の
受
け
方
」

一
円V
上
中
島

H
2月
日
日
吉
野
宵
年
ク
ヲ

一

プ
で
、

「
正
し
い
医
泌
の
受
け
方
」

一
円V
加
積

H
2
月
日
日
加
紡
公
民
館
で
、

「
判
例
衛
生
」

-
マ
道
下
H
2
月
引
日
泊
下
公
民
館
で
、

「
正
し
い
医
械
の
受
け
方
」

(附
聞
は
午
後
1

附
犯
分
か
ら
4
附

ま
で
の
予
定
)

第 1回市述婦単球大会

lま、 1 JJ24日午前1011寺か

らがJ木小学校講堂で行な
われました。 ζの日、婦

人会員ゃく 2百人が集ま
り、団体戦と個人戦に熱

戦をくりひろげました。

乙の結果、団体優勝の

S持活は上中島婦人会、個
人優勝元野和子さん (経

旧)に卸きました。団イ小;

次!路は日カ記念社宅婦人

会、個人次j協は森内郁子

さん(加山)でした。

乙の大会は、市教育委

員会などが主催で、体力

づくりに役立てようと初

めて行なわれたもので

す。

(写I'I=然tj誌がくりひろ

げられた州人の市球大会)

ふ
た
の
な
い
容
器
は
困
り
ま
す

ビ
ニ

ー
ル
袋
な
ど
は
ひ
も
で
結
ん
で

取
近
、
ど
み
容
認
の
ポ
リ

バ
ケ
ツ
な
ど
に
入
れ
て
な
い

ゴ
ミ
や
、
ふ
た

の
な
い
も

の
、
J

ダ
ン
ボ
ー
ル
'
仰
に
山
鹿

り
に
し
た
ま
ま
出
し
て
あ
る
ご
み
が

よ
く
み
ら
れ
ま
す
。

冬
期
間
は
、
雪
や
雨
の
た
め
、
燃

え
に
く
い
上
に
、
と
ぽ
れ
洛
ち
た
り

し
、
街
路
を
き
た
な
く
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
収
集
作
業
や
焼
却
作
業
を

閑
難
に
し
ま
す
。

焼
却
場
の
能
力
は
一
日
に
二
十
ゾ

で
限
度
が
あ
り
、
冬
は
紛
れ
て
燃
え

に
く
い
の
で
さ
ら
に
負
担
が
大
き
く

な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ダ
ン
ボ
ー

ル'に
山
盛
り
に
し
た
ま
ま
出
し
て
あ

る
ご
み
や
、
ひ
も
で
結
ば
な
い
で
乱

雑
に
し
て
あ
る
ど
み
は
収
集
し
な
い

と
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
み

な
さ
ん
に
は
、
ど
み
収
集
を
円
滑
に

す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
ζ

と
に
ど

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

V
ポ
リ
バ
ケ
ツ
な
ど
の
ご
み
谷
符
は
、

一

必
ず
ふ
た
を
し
て
出
す
こ
と
。

一

V
ダ
ン
ポ

l
w箱
は
、
十
字
に
ひ
も
で

結
び
、
ご
み
が
ζ

ぽ
れ
治
ち
た
り
、
内

が
抜
り
な
い
よ
う
に
し
て
出
す
乙
と

V
雪
が
降
っ
た
と
き
は
、
ご
み
箱
が
、

う
す
も
れ
な
い
よ
う
に
、
収
集
当
日

の
予
定
時
刻
前
に
出
す
ζ

と
。
前
日

に
川
さ
れ
る
と
近
所
が
迷
惑
し
ま
ナ

-

V
ポ
リ
バ
ケ
ツ
が
な
い
場
合
は
、
ナ
イ

守

口
ン
、
ピ

ニ

l
w袋
に
入
れ
、
ひ
も

で
結
ん
で
出
す
ζ

と
。
持
ち
上
げ
る

一

と
、
重
く
て
破
け
る
こ
と
の
な
い
よ

一

う
に
。

一

V
台
所
の
ち
ゅ
う
芥
は
、
よ
く
水
を
切

一

っ
て
出
す
こ
と
。

一

初
当
折
は
、

保
育
闘
、
幼
稚

悶
に
入
悶
し
て

い
な
い
幼
児
で、

①
二
政
児
〈
昭
和

伯
作
3
月
1
日

i
周
料
作
2
月
m
A
日

ま
で
の
出
生
者
〉
一
-
①
凶

l
五
歳
児

(
間
利
刊
年

3
月

1
日
i
阿川
町
年
2

月
初
日
ま
で
の
出
作
者
〉
で
す
。

校

下

検

診

日

場
所

勺
'
h

同
月

道
下

3
日

小
字
校

。

村
木

4
日
魚
観
保
健
所

大
町

8
日
魚
館
公
民
館

(
工
業
試
験
場
内
)

経
川

9
日

初

祉

会

館

本
江

川
日

公
民
館

加
領

内
日

公
民
館

住
吉

山
日

公

民
館

上
野
刀

げ
日

小

学

校

上
中
山

間
日

連

絡

所

天
神

位

日

小

学
校

片

貝

幻

自

小
学
校

西
布
施

Mm
日

小

学
校

松

合

お

日

述

絡

所

受
付
時
間
は
午
後

1
川

i
2
時

ガ
ン
の
早
期

胃

ガ

ン

検

診

発
見
を
目
的
に

胃
ガ
ン
の
検
診

を
行
な
い
ま
す
。
検
診
希
望
者
は
、

3
月

5
日

(金
)
ま
で
市
保
険
衛
生

課
へ
お
申
し
込
み
く
た
さ
い。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

マ
検
診
日

H
3
月
山
日

(月
)

マ
場
所
H
ハ
貝
小
学
校

マ
人
員
H
七
十
名

マ
料
金
H
凶
百
五
十
円

婦
人
午
級
大

に
婦
人
学
級

〈
れ
と
婦
人
の
意

大
会
と
意
見
発
表

見
発
表
魚
津
市

大
会
は
、

2
月

9
日

(火
)
午
前
問

時
か
ら
市
民
会
館
で
紛
入
学
級
生
な

ど
や
く
八
百
名
が
集
ま
っ
て
ひ
ら
か

、
む
い
v
k

ト''
。

4
a
q
-
-
E
C
v
t
，
 

午
前
小
は
婦
人
小
紋
大
入
袋
、
午
後

は
窓
見
発
表
ト
〈
会
で
、
こ
と
し
の
テ

ー
マ

一ーく
ら
し
と
消
到
」
に
つ
い
て

活
発
な
な
見
が
各
校
下
代
表
か
ら
発

表
さ
れ
ま
す
。

2
刀
の
歩
ζ

う

歩
こ
う
会

7
日

会
は
、

7
日
(
日
)

午
前
9
川
か
ら
行

な
い
ま
す
。
コ
ー
ス
は
、
村
木
小
学

校
前
か
ら
県
道
を
辺
り
、
経

m
l
務

会
柄
を
経
て
石
間
駅
ま
で
や
く
八キロ

M
を
か
き
ま
す
。
帰

η
は
石
間
駅
か

ら
屯
+
取
を
利
用
し
ま
す
。

参
加
希
明
者
は
、
午
前
9
時
ま
で

村
木
小
学
校
前
へ
お
集
波
り
く
だ
さ

い
。
雨
の
と
き
は
中
止
に
一な
り
ま

す。

予
防
注
射

乞
検
診

幼

児

検

診



市
役
所
の
市
民
相
談
室
は
市
政
の
窓
口
と
し
て
、
市

民
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
陳
情
や
諒
見
、
安
望
、
苦
情
な

ど
を
受
り
付
り
て
お
り
ま
す
。

市
民
相
談
・
一
千
-が
、
何
年
中
に
受
り
付
け
た
隙
情
や
苦

悩
は
ご
百
五
十
五
刊
に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ぎ
に
そ
の

あ
ら
ま
し
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

(2) 46 . 2. 1 

凶

ー

l

何

年

中

の

市

民

相

談

室

利

用

状

況

一二五
八五六
件fi:fl 

4曜

前
年
よ
り
七
十
Z

救

急

車

の

出

動
j
e
-
-

帯 広

非
常
サ
イ
レ
ン
を
的
ら
し
て
走
る

救
急
車
は
、
政
近
よ
く
見
ら
れ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
消
防
本
部
で
は
、

何
年
中
の
救
急
車
の
出
動
状
況
を
こ

の
ほ
ど
ま
と
め
ま
し
た
。
乙
れ
に
よ

り
ま
す
と
、
乙
の
一
年
間
に
三
百
十

五
回
出
動
し
、
前
年
よ
り
七
十
六
回

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
車

で
迎
ん
だ
人
は
三
百
十
三
名
で
前
年

よ
り
六
十
一
名
も
増
加
し
ま
し
た
。

事
政
別
出
動
回
数
を
み
ま
す
と
、

交
通
事
故
が
も
っ

と
も
多
く
百
五
十

六
回
、
急
病
人
七
十
四
回
、

一
般
負

傷
四
十
九
回
、
労
災
事
故
十
六
回
の

順
に
な
り
ま
す
。
ま
た
出
動
回
数

を
月
別
に
み
ま
す
と
、
日
月
が
四
十

回
で
い
ち
ば
ん
多
く
、

8
月
三
十
七

回、

7
月
三
十
六
回
、
ロ
月
三
十
四

回
、
け
月
三
十
固
と、

盆
か
ら
り
れ

に
か
け
て
事
故
の
発
生
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
ζ

れ
を
時
間
別
に
み
ま
す

と
、
午
後
6
時
か
ら
午
後
7
時
が
二

十
三
回
で
い
ち
ば
ん
出
動
が
多
く
、

午
後
7
時
か
ら
同
8
時
二
十
二
回
、

午
後
8
時
か
ら
向
9
時
二
十
回
と
な

り、

午
後
6
時
以
後
の
夜
の
事
放
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

)1 魚第3種郵便物認可

一
千
六
百
万
円
が

灰
に
な
る
初
年
中
の
火
災
状
況

昭
和
何
年
中
に
お
ζ

っ
た
火
災
状

-
教
育
問
題

・
芦
通
事
故
問
題

=
再
一一一一件

-
水
路
、
河
川
の
改
修

.
住
宅
問
題
に
つ
い
て

-
用
地
の
斡
焼
、
払
下
げ

・
ゴ
ミ
、
し
尿
処
理
問
題

・
税
金
に
つ
い
て

-
別
成
金
、
市
の
財
政
問
題

.
保
育
所
に
つ
い
て

.
相
続
問
題

一O
件

J
，ノ
H
V
S

八
件
六
件
六
件
五
件
五
件
五
件

え§白

骨忍タ?

況
を
み
ま
す
と
、
火
災
件
数
は
二
十

五
件
、
損
害
見
積
額
が
一
千
五
百
八

十
五
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

例
年
に

く
ら
べ
、
火
災
件
数
で
一
件
、
損
害

見
積
額
で
三
百
七
十
八
万
円
、
そ
れ

ぞ
れ
減
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
ζ

れ
を

一
か
月
に
直
し
て

み
ま
す
と
、
百
三
十
二
万
円
の
財
産

が
毎
月
灰
に
な
っ
た
と
と
に
な
り
ま

廿ョ。
火
災
の
出
火
原
因
を
み
ま
す
と、

①
モ

ー
タ
ー
の
過
熱
H
三
件
①
た

き
火
の
不
始
末
H
三
件
①
タ
バ
コ

の
不
始
末
日
二
件
④
ア
イ
ロ
ン
の

不
始
末
H
二
件
①
ガ
ス
コ
ン
ロ
の

消
し
忘
れ
H
二
件
、
の
順
と
な
り
、

そ
の
ほ
か
、
プ
ロ
バ
ン
の
ガ
ス
も
れ
、

子
ど
も
の
火
遊
び
、
カ
マ
ド
の
過

熱
、
風
呂
の
か
ら
た
き
、
放
火
、
石

油
ス
ト
l
プ
、
一出
炭
、
・
取
り
灰
な
ど

の
不
始
末
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
で
以
わ
ぬ
災
害
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

お
互
い
に
火
の
元
に
は
十
分
注
怒

し
ま
し
ょ
う
。

二二三三四四四四五五
件件1'1二件件件flI:i'I'件件

二
件
二
件flこ{ll二

~ ... 

八
百
七
十
六
人

生
ま
れ
る

一
年
閣
の
人
口
動
態

何
年
中
の
人
口
動
態
は
、
出
生
が

男
凶
百
七
十
九
人
、
女
三
百
九
十
七

人
、
合
計
八
百
七
十
六
人
で
、
前
年

よ
り
四
人
ふ
え
て
い
ま
す
。
い
っ
ぽ

う
死
亡
は
、
男
百
八
十
九
人
、
女
百

四
十
七
人
、
計
三
百
三
十
六
人
で
、

前
年
よ
り
十
人
少
な
く
な
っ
て
い
ま

寸
J

。ま
た
転
入
者
は
一
千
三
百
八
十
三

人
、
転
出
者
は
二
千
二
十
四
人
と
、

六
百
四
十
一
人
松
山
者
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

熔州州
は
四
百
四
十
五
件
、
離
婚
三

十
九
件
が
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ロ
月
末
に
お
け
る
人
口
は
、
四
万

七
千
二
百
六
十

一
人

(男
二
万
二
千

六
百
五
十
四
人
、
女
二
万
四
千
六
百

七
人
)
、
世
帯
数
は

一
万

一
千
六
百

八
十
七
位
川
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
家
族
の
健
康
に
つ
い

て
、
相
談
で
き
る
ホ
1
ム
、ド
ク
タ
ー

を
決
め
て
お
い
て
、
病
気
の
早
期
発

見
に
つ
と
め
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
な

こ
と
で
す
。
上
手
な
医
者
の
か
か
り

か
た
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を
知

っ
て
お
き
ま
よ
う。

マ
病
気
の
状
態
に
つ
い
て
裂
領
よ
く
説

明
で
き
る
よ
う
メ
モ
し
て
お
く
。

マ
医
師
の
指
示
を
ま
も
り
治
療
方
法
に

魚
津
市
内
の
氾
活
は

ヂ
」kv
ゃ
く
六
千
三
百
個
と
な

番
タ
り
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど

局
ケ
も
ふ
え
る
乙
と
が
予
想

内

〉
-

さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

市

，h

現
在
、
一
ケ
タ
の
市
内

の

ιd
局
番
で
は
、
収
容
で
き

話

か

な
く
な
り
ま
す
の
で
、

屯

欧

こ
と
し
の
秋
ご
ろ
に
二

園
内
ケ
ク
に
変
更
す
る
予
定

4

に
な
っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
と
と
は
、
あ
ら
た
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
お
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

2
局
1
0
0

0
番
(
無
料
)
へ
お
た
す
ね
く
だ
さ

い
。
(
魚
作
電
報
電
話
局
〉

七
百
五
十
人
が

参
加
し
て
成
人
式

乙
と
し
の
成
人
式
は
、

1
月
日
日

午
前
叩
時
か
ら
市
民
会
館
で
成
人
者

ゃ
く
七
百
五
十
人
が
出
席
し
て
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
大
谷
教
育
委
員
長
や

河
野
市
長
な
ど
か
ら
「
社
会
の
た
め

に
役
立
つ
り
っ
ぱ
な
人
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
励
ま
し
と
お
祝
い
の
一ι

葉
を
受
け
、
成
人
者
代
表
と
し
て
下

新
町
江
口
環
さ
ん
が
謝
辞
を
の
べ
ま

し
た
。

ζ

の
あ
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
青
年
団
の
コ

ー
ラ
ス
や
民
ぷ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

(
写
真
H
謝
静
を
の
べ
る
江
円
さ
ん
)

ー

2
月

時

日

か

ら

は

じ

ま

る

|

昭
和
何
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

と
納
税
は
、

2
月
刊
日
か
ら
3
月
日

日
ま
で
で
す
。

確
定
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

V
一
般
の
人
の
場
合

①
各
極
の
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら

基
礎
加
除
'
矧
(
十
七
万
七
千
五
百

円
)
と
、
そ
の
ほ
か
の
所
得
控
除
額

を
差
し
引
い
た
金
額
に
つ
い
て
算
出

し
た
税
額
が
、
配
当
控
除
額
よ
り
も

-
車
の
同
組
車
、
速
度
制
限

・
社
会
福
祉
関
庖

-m市
計
問
問
題

・
上
、
下
水
道
問
題

・
市
営
溢
地
に
つ
い
て

・
年
金
、
国
保
に
つ
い
て

.
Rv-記
に
つ
い
て

-
子
ど
も
の
広
場
に
つ
い
て

.
ほ
場
脚
館
山
川
事
業
に
つ
い
て

そ
の
お
も
な
も
の
は
、
道
路
舗
装

・
一戸
籍
に
つ
い
て

や
改
良
の
波
望
、
工
場
の
ば
い
郎
、

・
自
動
車
運
送
業
の
免
許
払

騒
音
、
恋
nー
な
ど
に
悩
ま

|

l

i

l

-

-

下
げ
に
つ
い
て

さ
れ
て
い
る
人
か
ら
の
相

E
て
弓

-
z
p
、
企
基
V
町
禽
鴫
士
罵

h
y
ら
u
h
句

史

・

借
地
権
問
題

談
、
家
庭
の
不
利
や
相
続

事

亡

ヨ

d
L叫
冠
。
E
盆
同
法
書
判

B
E
t
-交
通
信
号
繊
の

酬

明

鈍

臨

品

削

公

害

の

相

談

も

ふ

え

る

・

問
問
灯
の
設
間

以
地
に
つ
い
て
の
問
い
合

I

l

l

i

-

-

-

灯
油
ド
ラ
ム
缶

わ

せ

な

ど

、

広

い

飽

聞

に

わ

た

っ

て

販

売

に

つ

い

て

一

件

相
談
が
も
ち
と
ま
れ
ま
し
た
。
昨
年

・
そ

の

他

三

三

件

中

に

取

り

扱

っ

た

も

の

を

区

分

し

市

民

和

ぷ

窓

で

は

、

乙

れ

ら

み

な

て

み

ま

す

と

、

次

の

よ

う

に

な

り

ま

さ

ん

か

ら

の

陣

約

書

ゃ

、

要

望

を

で

す

。

き

る

だ

け

阜

く

市

長

、

助

役

、
関
係

・
道

路

舗

装

、

改

良

問

題

誠

に

報

告

し

、
市
政
に
反
映
さ
れ
る

・
公

害

問

題

ょ

う

つ

と
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

・
家
庭
問
題
に
つ
い

て

活

用

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

犯
罪
捜
査
に
み
な
さ
ん
の

ご

理

解

と

ご

協

力

を

円
以
近
の
都
市
化
現
象
と
と
も
に
、

近
所
の
つ
き
あ
い
が
う
す
れ
て
ゆ
く

反
面
、
自
動
車
の
増
加
、
マ
ス
コ
ミ

の
発
達
な
ど
に
よ
っ
て
、
犯
罪
は
ま

す
ま
す
悪
質

・
巧
妙

・
ス
ピ
ー
ド

・

広
域
化
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
い
っ
そ
う
市
民
の
み
な
さ
ん
の
政

指
に
対
す
る
理
解
と
協
力
が
の
ぞ
ま

れ
て
い
ま
す
。

市
内
で
も
、
り
ん
か
、
総
難
小
件

な
ど
が
あ
い
つ
い
で
発
生
し
て
お
り

ま
す
が
、
幸
い
つ
ぎ
つ
ぎ
に
解
決
し

つ
い
て
注
文
を
つ
け
な
い
。

一

マ
医
師
を
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
へ
と
変
え
て

一

治
療
を
受
げ
る
ζ

と
を
や
め
る
。

一

マ
や
む
を
得
ず
医
者
を
変
え
よ
う
と
す

一

る
と
き
、
い
ま
ま
で
か
か
っ
て
い
た

一

医
者
に
、
一
羽
川
医
や
病
院
を
指
示
し

て
い
た
だ
き
、
紹
介
状
を
も
ら
っ
て

行
き
ま
し
ょ
う
。
い
ま
ま
で
の
経
過

が
わ
か
ら
な
い
と
、
あ
ら
た
め
て
検

査
や
診
断
の
や
り
な
お
し
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

マ
急
出
で
な
い
限
り
、
き
め
ら
れ
た
診

療
附
関
内
(
午
前
9
時
l
午
後
5
時
)

に
診
療
を
受
げ
ま
し
ょ
う
。
時
間
外

の
場
合
は
料
金
が
向
く
な
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。
乙
れ
も
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
、

み
な
さ
ん
の
協
力
な
く
し
て
解
決
で

き
る
事
例
は
、
ま
ず
な
い
と
い
っ
て

も
パ
い
過
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
あ
や
し
い
者
が
う
ろ
つ
い
て
い
る

マ
手
配
に
似
た
男
が
い
る
マ
け
ん

か
を
し
て
い
る
マ
助
け
を
求
め
る

戸
を
聞
い
た
マ
防
犯
ベ
ル
が
的
っ

て
い
る

マ
泥
彬
に
入
ら
れ
た
な
ど

と
、
一
一

O
番
へ
連
絡
し
て
い
た
だ

く
ち
ょ
っ
と
し
た
み
な
さ
ん
の
心
づ

か
い
が
、
犯
罪
の
防
止
、
犯
人
法
捕

に
大
き
く
役
立
つ
の
で
す
。

欝
察
官
は
、
強
く
、

正
し
く
、
親

切
を
け
川
本
に
、

「親
し
ま
れ
、
信
頼

さ
れ
る
畿
祭
」
を
め
ざ
し
て
努
力
し

て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
明
る
い
社
会

を
自
分
の
子
で
築
く
の
だ
と
い
う
深

い
ご
理
併
を
い
た
だ
い
て
、
警
察
の

犯
罪
鋭
査
に
、
い
っ
そ
う
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
(
魚
崎
博
拙
樹
祭
署
)

今

月

の

納

税

一

固

定

資

産

税

関

期

分

一

国
民
健
康
保
険
税
四
期
分
一

納
期
限
は
3
月
1
日
で
す
一

多
い
人
o

v給
与
所
得
が
あ
る
人
の
場
合

①
に
該
当
す
る
給
与
所
得
者
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
あ
た
る
人
。

-
給
与
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
五
百

万
円
を
と
え
る
人
。

-
給
与
を
一
か
所
か
ら
受
け
て
い
る
人

で
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

各
種
所
得
金
額
の
合
計
額
が
五
万
円

を
こ
え
る
人
。

-
給
与
を
こ
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い

る
人
で
、
年
末
調
整
さ
れ
た
給
与
所

得
や
泌
職
所
得
以
外
の
各
種
所
得
金

額
と
の
合
計
額
が
五
万
円
を
こ
え
る

人。
・
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親
族
な
ど

で
、
そ
の
法
人
か
ら
給
与
の
ほ
か
に

「
利
子
、
賃
貸
料
」
な
ど
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る
人
。

-
災
害
を
受
け
た
た
め
、

何
年
中
に
給

与
に
つ
い
て
の
源
泉
徴
収
猶
予
や
還

付
を
受
け
た
人
。

納
め
過
ぎ
の
税
金
の
還
付

確
定
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人
で

も
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定

納
税
を
し
た
税
金
が
、
納
め
過
ぎ
に

な
っ
て
い
る
人
は
、
還
付
を
受
け
る

た
め
の
申
告
書
を
提
出
す
る
と
と
が

で
き
ま
す
。

ζ

の
申
告
苫
は
、

2
月

日
日
以
前
で
も
、
税
務
署
で
受
け
付

け
ま
す
か
ら
、
な
る
べ
く
早
め
に
申

告
し
て
税
金
の
還
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

贈
与
税
の
申
告
は
早
め
に

附
与
税
は
、
土
地
や
家
屋
を
は
じ

め
、
現
金
、
預
金
、株
式
な
ど
財
産
を

も
ら
っ
た
人
に
対
し
て
か
か
る
税
金

で
す
。
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は

2

月
!
日
か
ら
3
月
日
日
ま
で
で
す
。

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は

本

田

さ

ん

人
権
擁
護
委
員
に

人
権
擁
護
委
員
に
ζ

の
ほ
ど
経
田

中
町
の
本
田
正
一
さ
ん
(五
十
四
歳
)

が
法
紛
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。「
人
権
が
侵
さ
れ
た
」
と
き
、
「
侵

さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
」
は
、

す
ぐ
に
人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
設
委

口
は
、
み
な
さ
ん
の
相
談
相
手
と
な

っ
て
解
決
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
け
ま

す
。
市
内
に
は
五
人
の
委
員
が
お
ら

れ
ま
す
。

本
田
さ
ん
の
ほ
か
の
委
員
は
、
藤

井
秀
信
(
大
町
)
森
実
芳
(
科
畠
)

木
下
此
作
(
本
江
)
島
津
ゆ
き
ゑ

〈
六
郎
丸
)
さ
ん
で
す
。

昭
和
何
年
中
に
財
産
を
も
ら
っ
た
人

で
、
そ
の
価
額
が
基
礎
控
除
額
ハ
四

十
万
円
)
を
超
え
る
人
で
す
。
も
ら

っ
た
財
産
価
額
は
、
そ
の
と
き
の
時

価
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ζ

の
時
側
は
、
財
産
の
種
類
ご
と
に

そ
の
評
価
の
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。申
告
の
期
限
に
お
く
れ
ま
す
と
、

不
利
な
取
り
扱
い
を
受
け
ま
す
か
ら

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
署
で
は
、
贈
与
税
に
つ
い
て

相
談
日
を
設
り
ま
し
た
の
で
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

V
相
談
日

H
2
月
日

・
日
日
午
前
川

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

V
場
所
H
魚
津
税
務
署

免
税
証
交
付
申
請

3
月

m日
ま
で
に

農
業
を
営
ま
れ
て
い
る
人
が
、
円
以

耕
に
耕
う
ん
機
、

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

を
使
用
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
動
力
に

用
い
る
燃
料
が
軽
油
で
あ
れ
ば
、
そ

の
軽
油
に
か
か
る
軽
油
引
取
税
が
免

税
に
な
り
ま
す
。

品
川
津
県
税
事
務
所
で
は
‘
間
以
耕
の

始
ま
る
前
に
、
免
税
証
を
交
付
し
た

い
の
で
、

申
請
希
望
者
は
、
近
く
の

農
協
で
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
必

要
な
書
類
を
作
成
し
、

3
月
刊
日
か

ら
加
日
ま
で
の
聞
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

〈
日
曜
祝
日
の
当
番
医
〉

V
7
日
日
(
昼
〉
本
江
沢
口
外
刑
判
医
院

(夜
)
友
遁
晒
屋
医
院

V
刊
日
H

(

昼
〉
新
金
屋
一
丁
目
羽
田
医
院

(

夜
)
緑
町
早
川
病
院

V
M
日
H
(

昼
)
鴨
川
町
深
川
病
院
(
夜
)
中
央

通
り
二
丁
目
桝
崎
医
院

V
引
日
H

(
E
)角
川
町
宮
本
医
院
(
夜
)
本
江

宮
元
医
院

v
m日
(
昼
)
新
金
屋
一

丁
目
森
本
医
院
(
夜
〉
本
江
浦
岡
病

院

郵
便
局
の
定
額
貯
金

の
利
子
は
、

2
月
1
日

か
ら
預
入
期
間

一
年
六

か
月
以
上
二
年
米
満
の

も
の
が

0
・二
五
軒
引

き
上
げ
ら
れ
五
・
五
析

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

二
年
六
か
月
以
上
の
も

の
六
析
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。

ζ

れ
に
と
も
な
い
半
年
復
利
計
れ

と
あ
い
ま
っ
て
、
実
質
利
回
り
(
年
)

三
年
の
場
合
六

・
四
七
折
、
五
年
の

場
合
六

・
八
八
折
、
十
年
の
場
合
八

・
O
六
が
れ
と
ま
す
ま
す
有
利
に
な
り

ま
し
た
。
1
月
末
ま
で
に
預
け
入
れ
さ
れ
た

定
額
貯
金
に
つ
い
て
も
、
2
月
1
日

以
降
、
新
利
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

定額貯金の利子

引き上げ

寄

付

マ
二
万
円
H
本
江
経
沢
藤
一
郎
マ

-
万
円
H
大
先
寺
吉
岡
悦
郎
マ
一

万
円
日
間
万
町
守
谷
良
紘
マ
五
千

円
H
石
垣
新
石
川
浅
吉
(
以
上
香

典
返
し
の
一
部
を
)

マ
四
万
五
千
円
H
青
年
美
術
家
グ
W

l
プ
マ
二
万
二
千
九
百
三
円
H
勤

労
青
少
年
ホ
l
ム
友
の
会
長
大
野
吉

一
マ
一
万
円
H
文
化
町
小
室
と
よ

マ
三
千
五
百
円
H
魚
津
欝
察
署
長

マ
中
古
テ
レ
ピ
四
台
H
県
電
気
商
組

合
魚
津
支
部
、
い
ず
れ
も
社
会
福
祉

援
護
金
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

八
歳
末
た
す
け
合
い
募
金
V

マ
二
千
七
百
円
H
持
先
寺
搾
回
定
子

マ
六
千
円
H
富
山
県
寺
族
婦
人
会
長

坂
本
芳
栄
マ
二
千
五
十
七
円
H
道

下
校
下
青
年
間
マ
二
千
円
H
下
新

町
稲
垣
キ
ヨ
マ
七
千
八
百
五
十
円

H
魚
津
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

マ

四
百
五
十
六
円
H
住
吉
稲
垣
文
吉

マ
三
千
五
百
五
十
一
円
H
市
役
所
職

員
組
合
マ
一
万
一
千
五
百
円
H
魚

津
魚
附
組
合
代
表
岸
本
政
政
マ
一

万
六
千
百
五
十
一
円
お
よ
び
乾
燥
機

H
魚
津
地
区
同
盟
議
長
武
問
俊
明

マ
三
千
円
H
文
化
町
後
藤
ゃ
い
マ

二
万
円
H
北
陸
銀
行
魚
津
文
民
北
朝
刷

会
代
表
杉
本
菊
一
マ
三
千
二
百
七

十
三
円
H
U固
山
第
一
団
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
代
表
松
田
烈
理
子
マ
四
百
七

円
H
と
く
名

契
約
高
十
兆
円
を
こ
え
る

郵
便
局
の
簡
易
保
険

郵
便
局
の
簡
易
保
険
の
契
約
高
が

十
兆
円
を
乙
え
ま
し
た
。
乙
の
資
合

は
、
地
方
公
共
団
体
に
融
資
さ
れ
、

学
校
、
道
路
、
住
宅
な
ど
の
建
設
に

役
だ
て
ら
れ
、
市
の
発
展
に
も
大
き

く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。

郵
使
局
で
は、

3
月
加
日
に
完
成

予
定
の
郵
便
局
舎
の
新
築
を
記
念
し

て
、
簡
易
保
険
加
入
選
動
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
可
愛
い
お
子
さ
ま
の
た

め
に
、
す
ば
ら
し
い
住
宅
の
建
設
資

金
に
、
砂
は
ぐ
く
む
海
外
旅
行
資
金

に
、
一
家
の
働
き
手
の
保
障
に
、
ま

た
、
老
後
の
生
活
安
定
の
た
め
に
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
簡
易
保
険
の
ご
加

入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

局
舎
新
築
洛
成
記
念
に
す
ば
ら
し

い
デ
ザ
イ
ン
の
ス
タ
ン
プ
を
保
険
証

書
に
川
し
て
涼
し
あ
げ
て
い
ま
す
。

(
魚
作
郵
便
局
)

一内出
部で t挺た
が買の ぱ
市い際 ι
のまの は
収した 市
入ょば 内
とうこ で
な。は

り売
ま上ぜm正
すげひ行
。の市や


